
平成３１年（令和元年）度  福島区社会福祉協議会  事業報告  

（平成 31年 4月 1日～令和２年 3月 31日） 

                                            

近年、福島区では大型等マンションの建設による転入者や、長く地域に住み続

ける住民などで、人口は年々増加している。子どもから子育て世代、高齢者の人口

の増加は、子育てや介護の問題、児童・高齢者・障がい者等の虐待問題、子ども

の貧困や生活困窮をめぐる生活問題、特殊詐欺被害を含む消費者問題等、近

隣や地域との関係の希薄化も含め、地域における福祉課題が多様化・重複化し

ている。  

こうしたなか、平成 31年（令和元年）度は、男性の居場所づくり講座や介護予防

をテーマにしたもの、コミュニティサロンフォーラムの開催、こどもの居場所・こども食

堂の立ち上げ及び運営支援など、「居場所づくり」に取り組んだ。また、地域包括

支援センター運営事業では商店街や郵便局、集合住宅集会室での出張相談、

生活あんしん相談窓口（生活困窮者自立相談支援事業）では相談員が地域の会

議に出向き事業周知を行うなど、アウトリーチの強化に取り組んだ。  

地域における要援護者見守りネットワーク強化事業では、年 2回の同意確認等

による要援護者名簿の作成及び地域関係組織への提供のほか、本事業開始初

期（平成２７～２９年）の要援護者名簿登録者に対する更新確認作業を行った。  

12月には、区社協災害対策本部・災害ボランティアセンター設置運営訓練、福

祉避難所開設訓練を実施。地域が主催する避難所開設訓練に参加するなど、大

規模災害に備え実践に向けた訓練を地域・ボランティア・関係機関とともに取り組

んだ。 

 なお、令和２年１月下旬以降感染が広がった新型コロナウィルス感染症の拡大に

対し、感染予防対策を行いながら、区社協事業やボランティア活動、地域の福祉

活動等の一部を休止・延期等の判断を行なった。  

 

 



１．会   議    

令和元年   ５月２０日  監事による会計監査  

５月２３日  ボランティア・市民活動センター運営委員会  

５月２９日  善意銀行運営委員会  

５月２９日  理事会  

６月１４日  評議員会  

６月１４日  理事会  

６月１４日  地区・校下社協会長会  

６月１４日  地域ネットワーク委員長会  

６月２８日  ボランティア・市民活動センター運営委員会  

１０月１０日  福祉基金（植本・小林・手嶋基金）運営委員会  

１２月２３日  地区・校下社協会長会  

１２月２３日  地域ネットワーク委員長会  

令和２年   ３月１２日  ボランティア・市民活動センター運営委員会  

３月１６日  理事会  

３月１６日  地区・校下社協会長会  

３月１６日  地域ネットワーク委員長会  

３月２７日  評議員会  

 

２．事業概要  

（１）会員の募集   

①基本会員（役員・組織構成会員）：９２人  

②賛助会員  個人：２５７人  ／  団体 :２４団体  

 

（２）地域福祉活動推進支援                               

①地区・校下社協活動等への支援  

地域の高齢者や障がい者、児童など誰もが地域で安心して生活で

きるよう地域住民の参加と協力による支えあい、助けあい活動を小



地域で実施する事業推進のための支援を行なった。    

ア  地区・校下社協会長会の開催（全２回）  

イ  地域ネットワーク委員長会の開催（全２回）  

ウ  子育てサロン連絡会の実施（１回）  

エ  コミュニティサロン連絡会の参画（全５回）  

オ  地域福祉コーディネーター連絡会の参画（全１１回）  

カ  キャラバン・メイト連絡会の参画（全９回）  

キ  認知症サポーター養成講座への参画（全２３回）  

ク  小地域福祉活動リーダー研修会  

開催日：令和元年１１月６日（水）  

内容：講演会「ひきこもりと８０５０問題を考える」  

講師：ＮＰＯ法人ＫＨＪ全国ひこもり家族会連合会  

理事  池上正樹  氏  

参加人数：１６６人  

ケ  地域福祉活動カレンダーの作製４，０００部  

コ  地域子育て応援マップの作製５，５００部  

サ  子育て情報紙「フッピィキッズ」３７・３８・３９号の  

発行支援  

②地域福祉推進への参画・推進  

こどもの居場所づくり立ち上げに向けての協議の場設定と支援  

（１９回）  

③地域支援システムの推進・参画  

ア  高齢者支援部会の開催（全３回）  

イ  高齢者虐待防止連絡会議の参画（１回）  

ウ  地域自立支援協議会の参画（４回）  

エ  子育て支援連絡会の参画（２回）  

 

 



（３）福島区社会福祉施設連絡会の運営 

①連絡会の開催 (全３回) 

②福祉イベント『第１８回あいあいまつり』への参加  

開催日：令和２年２月８日（土） 

内容：施設紹介コーナーの設置 

ステージにて福島区民間保育所連絡会による和太鼓 

③社会福祉施設連絡会職員向け研修会の実施   

開催日：令和元年１１月２９日（金）  

内容：『被災直後の施設での対応』  

講師：認定ＮＰＯ法人ゆめ風基金  事務局長  八幡隆司  氏  

④地域貢献  

ア  保育所（園）の保育士が地域の「子育てサロン」で歌あそび、 

手あそび読み聞かせ、体操等を実施（１３回）  

イ  夏休みボランティア体験２０１９の開催  

小学校３年生から高校生を対象に施設連絡会参加施設で  

ボランティア体験を実施。  

体験期間：令和元年７月２２日（月）～８月２３日（金）   

参加者：４９人（小学校３年生～高校２年生）  

体験施設：１３施設  

 

（４）広報・啓発活動の推進                        

①機関紙「福島区社協あいあいだより」の発行（タブロイド版 4面）  

第７７・７８・７９号（平成３１年４月・令和元年８月・１２月） 

各２３，０００部発行  

②子育て情報誌の発信  

ア  子育て情報紙『フッピィキッズ』の発行支援（年３回）  

イ  地域子育て応援マップの作成・発行（５，５００部）  

③インターネットや回覧等による情報提供  



ア  区社協ホームページで区社協事業や福祉・ボランティア活動に  

関する情報提供  

イ  区社協フェイスブックによる情報発信（４８回）  

ウ  あいあいまつり、ボランティア養成講座等のチラシ・ポスター  

の掲示、回覧  

④その他  

ア  区社協パンフレットの作成（４，５００部）  

福島区民まつり、あいあいまつり、福島区転入者に配布  

イ  区社協事業広報うちわの作成（３，０００枚）を全地域に配布  

 

（５）ふれあいイベントの開催                       

第１８回あいあいまつりの開催  

区内の社会福祉施設、ボランティア、地域活動協議会などによる  

日頃の活動紹介・交流や福祉について啓発を行なった。  

開催日：令和２年２月８日（土）  

開催場所：福島区民センター  

参加人数：約１，２００人  

 

（６）福島区ボランティア・市民活動センターの運営  

①情報の収集・発信（啓発・広報） 

福島区社協だより、広報ふくしま、ボランティア活動情報誌『ＣＯＭＶＯ』 

等にボランティア講座受講生募集・イベントの周知・ボランティア活動者募

集・助成金周知等の記事の掲載を行なった。 

②事業企画  

障がい児スポーツ・レクリエーションひろば  

開催日：令和元年７月２６日（金） 

開催場所 :福島区民センター  

参加人数：３５人  



③ネットワークの構築  

ア  ボランティア・市民活動団体連絡会（全２回）  

イ  福島区コミュニティサロン連絡会の参画（全５回）  

ウ  第４回企業・ＮＰＯ交流会  ｉｎ  Ｆｕｋｕｓｈｉｍａ  

開催日 :令和元年１０月２４日（木）  

内容：Ⅰ部「救急入門コース」  

Ⅱ部「災害用資機材の使い方」  

講師：福島消防署  

参加人数 :１４団体１８人  

エ  あいあい音楽カフェの開催（全９回）  

福島区ボランティア・市民活動センター登録ボランティアに  

よる演奏  

参加者：延べ１４７人  

④活動への支援  

ア 福島区内で活動している福祉に関するボランティアグル－プ・団体に

対して、助成金を交付し活動を支援 

ａ福島区ボランティアグル－プ助成金：８団体３２０，０００円交付 

ｂ福祉ボランティア活動応援資金：９団体３２０，０００円交付 

ｃ福祉基金：植本・手嶋基金１団体５０，０００円、小林基金３団体 

１５０，０００円交付 

イ ボランティアグループへ場所・備品（印刷機、紙折り機、拡大機）等の 

提供 

ａ会議、練習等活動のための部屋の利用（２２団体利用） 

ｂ活動に必要な資料等作成のため印刷機等の使用（３０団体利用） 

ウ ボランティア研修会の開催 

エ 助成金勉強会の開催 

 

 

 



⑤福祉教育・研修の推進  

開催日  内  容  ・  場  所  
参加 

人数 

６月２６日  

福島小学校  ６年生  

当事者講話「障がいについて」  

車いす体験・高齢者疑似体験   

５９  

７月１日  
福島小学校  ２年生  

「発達障がいについて」  
９３  

８月３０日  
海老江西小学校  ３年生  

アイマスク体験  
２１  

９月１９日  
傾聴ボランティアグループ「やまびこ」  

車いす体験・アイマスク体験・高齢者疑似体験  
６  

９月２６日  
鷺洲小学校  ６年生  

認知症サポーター養成講座  
８４  

１１月７日  
海老江西小学校  ３年生  

車いす体験  
２１  

１１月１９日  

海老江西小学校  ３年生  

当事者講話「聴覚障がいについて」  

体験：手話・口話・空書・筆談  

２１  

１１月２９日  

福島小学校  ３年生  

当事者講話「視覚障がいについて」  

アイマスク体験  

６９  

１月３０日  

１月３１日  

八阪中学校  １年生  

当事者講話「障がいについて」  

車いす体験・高齢者疑似体験・アイマスク体験   

１５４  

１月２５日  

大開小学校  防災授業  

１年生  防災かるた  

４年生  語り「希望の木」、「ひさの星」ほか  

９５  



２月２５日  

福島小学校  ５年生  

当事者講話「聴覚障がいについて」  

体験：手話・口話・空書・筆談  

４６  

２月２７日  

海老江東小学校  

３年生 (５７人 )・４年生 (５１人 ) 

当事者講話「障がいについて」及び車いす体験  

１０８  

⑥ボランティア活動支援（７６０件）  

活動登録・ 

需給調整 

相談・問合せ 

対応 

グループ等へ

の支援 

ボランティア 

の養成 

福祉教育 

の推進 

４８７件 ７５件 １２７件 １５件 ５６件 

⑦ボランティア活動の紹介（令和２年３月末）  

ア 個人・団体登録状況 

個人登録者：６４人 

団体登録数：６４団体（前年度：個人５９人、団体６５団体） 

イ ボランティア活動回数２，２０９件（前年度：２，８２２件） 

ウ ボランティア活動延人数１１，７０５人（前年度：１３，０１０人） 

⑧ボランティアの養成・育成  

養成講座名  開催数  参加者（延べ） 

傾聴ボランティア養成講座  ３回  ３１人  

災害ボランティアセンター運営スタッフ養成講座 ３回  １７人  

精神保健福祉ボランティア養成講座 ３回  ３０人  

男性のための居場所づくり養成講座  ４回  ５９人  

歌体操ボランティア養成講座  ２回  ９人  

ボランティア研修会（顔ヨガでスマイルアップ・グルー

プワーク） 

１回  １６人  

⑨ボランティア総合保障制度（ボランティア保険）受付業務  

個人ボランティアおよび諸団体・グループのボランティア活動を対象に

ボランティア活動中の予測しえない事故を補償する『ボランティア活動保



険』および、行事中の事故に対応する『ボランティア・市民活動行事保険』

等への加入を促し、その受付業務を行なった。 

ボランティア活動保険 

Ａプラン １１６件 ４４７人 

Ｂプラン １２件 １３８人 

Ｃプラン ５件 ２１２人 

ボランティア・ 

市民活動行事保険 

Ａ区分 ３０２件 ８，５０７人 

Ｂ区分 ０件 ０人 

Ｃ区分 １件 ８０人 

宿泊：１泊２日 １件 ４５人 

イベント(不特定) ３８件 ３，１４３人 

非営利・有償活動団体保険  ３件 ２０人 

移送中事故傷害保険  受け付けなし 

⑩災害ボランティアセンターに関する業務  

ア  災害訓練に向けた区社協職員事前研修（全２回）  

イ  訓練に向けた事前協議（２回）  

ウ  災害ボランティアセンター運営スタッフ養成講座（全３回）  

エ  ＭＣＡ無線通信訓練（２回）  

実施日：令和元年９月５日（木）・令和２年１月１７日（金）  

オ  第４回企業・ＮＰＯ交流会  ｉｎ  Ｆｕｋｕｓｈｉｍａ（１回） 

カ  上福島地域避難所開設夜間訓練参加  

開催日：令和元年１１月１６日（土）  

キ  区社協災害対策本部・災害ボランティアセンター設置、福祉  

  避難所開設訓練の実施   

実施日：令和元年１２月１日（日）  

参加人数：７６人  

ク  災害用品の購入（備品及び備蓄用品）  

 



（７）障がい者福祉に関する事業                      

①点字本・点訳絵本の作成と貸出・寄贈  

②福島区広報ふくしまの朗読テ－プ作成と貸し出し           

 

（８）地域福祉に関する事業                          

①車いす貸出事業  

区内在住・在勤の方対象に、車いすの貸し出し（２週間 )を実施  

貸出し件数：５８件（保有台数２４台）  

②スロープ貸出事業  

区内在住・在勤の方を対象に、貸し出し（短期間：２週間程度 )を  

実施。  

貸出し件数 :０件 (保有台数６台 )  

③福祉用具貸出事業の実施  

高齢者疑似体験セット・アイマスク・車いす・車いす用スロープ  

貸出し件数 :１件（５２人利用）  

 

（９ )高齢者福祉に関する事業                        

高齢者敬重訪問…令和元年度中に満１００歳を迎える高齢者（対象

者１２人）に、記念品を贈呈。区社協会長、区長、地区・校下社協会

長、町会長による訪問。  

 

（１０）善意銀行の運営                             

①ボランティアグループ・団体等への払出し  ８件  

②歳末助け合い運動に対する払出し  ４件  

③各種行事等に対する払出し  ３件  

 

（１１ )地域における要援護者の見守り支援ネットワーク強化事業    

平成２７年４月より「見守り相談室」をあいあいセンターに設置。



地域と行政が要援護者の情報を共有することで、孤立死の予防や災害

時の避難支援、また認知症高齢者等の行方不明時の早期発見を図る。  

機能①要援護者名簿に係る同意確認・名簿整備  

同意書を対象者に郵送または調査員の訪問により同意確認を  

行なった。  

対象：①６５歳以上高齢者で要介護３以上の方または要介護２  

以下で日常生活自立度Ⅱ以上の方、区要援護者名簿登  

録者  

②身体障がい１・２級、視覚・聴覚障がい３・４級、  

音声・言語機能障がい３・４級、肢体不自由３級、  

知的障がいＡ、精神障がい１級  

③難病患者（医療機器などへの依存度の高い人）  

ア  同意確認書の郵送 (再発送含む ) 

 

 

 

 

 

イ  返信３３０人（返信率３５．７５％）   

同意 :２６５人   不同意 :６５人  

ウ  訪問１８１件（回答率５０．８％）    

同意 :５４人  不同意 :２６人  死亡・転居：１２人   

未回答８９人  

エ  地域へ要援護者名簿の提供（令和元年１１月１日発行）  

提供先：各地域の地域振興会、地区・校下社会福祉協議会、  

民生委員児童委員協議会、地域女性団体協議会  

オ  要援護者名簿の情報更新のため状況調べ  

平成２７年から平成２９年に要援護者名簿へ登録された方   

に名簿掲載情報の更新確認作業を行う。約１，６６０通送付。  

 

第１回目   ８月１９日  ４７０人  

第２回目  ３月６日  ４６８人  

その他  ４月  １人  

合  計   ９３９人  



カ  コミュニティソーシャルワーク活動事例集作成  

目的：見守りネットワーク強化事業について、概ね５年程度  

の従事期間がある管理者（５区）が、事例をもとに支  

援方法や仕組みについて考察し作成。行政や大阪市社  

会福祉協議会など、関係機関に提供するため。  

内容：見守りネットワーク強化事業「機能②」にかかる支援  

事例としくみ作りについて報告と考察。  

作成：令和２年３月完成  

キ  研修会「認知症のある方とのコミュニケーション」  

内容：オレンジチームと同行。主任児童委員より「見守り活  

   動の開始にあたり認知症の啓発から始めたい」との相  

談があったため、実施。  

日時：令和元年９月２８日（土）午前１０時半～１１時半  

場所：ユニハイム集会場   

ク  「ひきこもり」の理解～どのように考え、見守りするべきか～  

内容：桃山学院大学共通教育機構  専任講師  横山泰三  氏  

開催趣旨：社会問題となっている「ひきこもり」についての現状  

を知るとともに、地域活動者としてできることを皆で  

考える機会をもつ。  

日時：令和２年１月２４日  参加者：６６人  

 

機能②孤立世帯への専門的対応  

ア  相談実人員２４３人   

男性：９２人  女性：１４７人  不明：４人  

イ  ひきこもり親の会「しまりす会」開催    

奇数月第２土曜日（全５回）  参加者数延べ２０人  

※全６回予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大  

予防のため、第６回目（３月）は中止とした。  

ウ  講演会「ひきこもりと８０５０問題を考える」  

１１月６日  参加者１６６人  

 



エ  ペアレントトレーニング講座開催  

７月～９月（全５回）   受講者数  延べ６９人  

 

機能③認知症高齢者等の行方不明時の早期発見  

ア  発見協力者１８２件（民生委員・地域活動者・各種団体など） 

イ  事前登録者４４人（男性：２０人  女性：２４人）（累計）  

ウ  行方不明発見依頼２件  

配信依頼：区外０件  広域２件  

発見場所：区内０件  区外１件   府外１件  

エ  徘徊認知症高齢者位置情報探索事業（ＧＰＳ利用）２件（累計）  

オ  警察からの支援対象事案情報提供  

３９件（実人数  男性９人、女性２０人）  

カ  座談会「障がいってなぁに？知的・発達・精神障がいを知ろう！」  

６月２５日   参加者１８人  

キ  発達障がい児の社会性を育てるための学習会  

７月１９日～８月２９日の間で全５回実施  

ク  啓発講座「子どもの虐待防止を考える～医師の立場から～」  

※３月７日開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症  

拡大予防のため、中止とした。  

 

（１２）生活困窮者自立相談支援事業                

平成２７年４月１日から大阪市より受託し、福島区役所３階に「生

活あんしん相談窓口（生活自立支援相談窓口）」を開設。新たに平成

３１年４月１日から３年間受託することとなった。  

①相談実績  

ア  新規相談受付件数（本人未特定を含む）      ２２６件  

イ  プラン策定前支援終了件数（初回ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ時）   １６１件  

ａ情報提供のみで終了      ９８件  

ｂ他機関へのつなぎで終了    ４５件  

ｃｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ判断前に中断・終了  １８件  



ウ  支援決定・確認件数（再プランを含む）       ７９件  

エ  就労支援対象者数（プラン期間中の一般就労を目標）４４件  

②支援調整会議  

ア  支援決定・確認件数（再プランを含む）  ７９件  

イ  評価実施件数（再プラン含む）   ９８件  

ａ終結        ４９件  

ｂ再プランして継続  ４２件  

ｃ中断          ７件  

③事業実施・協力  

福島区社会福祉協議会イベント「あいあいまつり」で出張相談会

を開催。地域包括支援センター、見守り相談室と合同で、相談コーナ

ーを設け、事業のＰＲを実施し、チラシの配布も行った。  

④周知・広報  

ア  チラシのリニューアル  

イ  福島区社会福祉協議会ホームページへの掲載  

ウ  福島区社会福祉協議会広報誌「あいあいだより」への掲載  

エ  地域福祉コーディネーター連絡会でチラシを配布  

オ  区民まつりでチラシを配布  

カ  地域への周知広報・事業説明  

ａ各地区の民生委員会へ事業周知  

ｂ地域福祉コーディネーター連絡会に参加  

ｃ福島区地域支援調整チーム「高齢者支援部会」に参加  

    ｄ各地域の町会長会議で全町会長へ事業周知  

 

（１３）生活支援体制整備事業                                              

平成２９年１１月より生活支援コーディネ―ターを配置し、高齢者

一人ひとりが住み慣れた地域で、その有する能力に応じて自立した日

常生活を安心して営むことができるよう、多様なニーズや社会資源の

実態を把握して、必要なサービスや社会資源を創出するよう努めた。  

①ニーズと地域資源の把握・ネットワークの構築  

ア  情報収集及び一覧表等の把握と整備  

コミュニティサロン、子ども食堂の情報を掲載した福島区コ



ミュニティサロンマップを作成。あいあい教室（なにわ元気塾）

、ＵＲリバーサイドさぎす、福島区コミュニティサロンフォーラ

ムにてアンケート実施。  

イ  協議体の開催（全３回）  

開催日：令和元年５月９日（木）、９月１２日（木）、  

１１月１４日（木）  

②講座等の開催  

ア  福島区コミュニティサロン講座（第１回・第２回）  

開催日：令和元年９月２０日（金）、９月２７日（金）、  

１２月３日（火）、１２月１０日（火）  

内容：講話「地域での居場所の大切さ」「区内のサロン紹介」 

「座談会」  

開催場所：あいあいセンター  

参加人数：延べ５２人  

イ  買い物ボランティア養成講座（全４回）  

開催日：令和元年１０月２日（水）、１０月９日（水）、  

１０月１５日（火）、１０月２３日（水）  

内容：基本的な介護技術について、車いす実習、中央卸売  

   市場見学ツアー、認知症サポーター養成講座  

開催場所：あいあいセンター、イオン福島店、大阪市中央  

卸売市場  

参加人数：延べ１６人  

ウ  男性の居場所づくり講座  

開催日：令和元年１１月１日（金）、１１月８日（金）、  

１１月１５日（金）、１１月２９日（金）  

内容：コーヒーの淹れ方講座、スマートフォンの使い方、  

福島まち歩き、まち歩き座談会・区内サロン紹介  

開催場所：あいあいセンター、福島区内  

参加人数：延べ５９人  

エ  健康王国体験会  

開催日：令和元年１０月２３日（水）、１０月２８日（月） 

１１月２１日（木）、１２月９日（月）  

内容：介護予防運動機器「健康王国」を用いた体操   

開催場所：あいあいセンター  



参加人数：延べ６０人  

オ  福島区コミュニティサロンフォーラム  

開催日：令和２年１月２８日（火）  

内容：基調講演「子どもの居場所づくりの必要性について」 

「区内のキッズサロン・子ども食堂の事例紹介」「パ  

ネルディスカッション」   

開催場所：福島区民センター  

参加人数：１５０人  

カ  リバーサイドサロン  

開催日：令和元年１０月３１日（木）、１１月１９日（火） 

１２月２０日（金）、令和２年１月２３日（木）、 

２月１４日（金）  

内容：体操、カフェ、健康王国を使ったカラオケ  

開催場所：ＵＲリバーサイドさぎす  ５号棟集会所  

参加人数：延べ４５人  

③活動の場の発掘・開発  

社会福祉施設連絡会や介護ホーム連絡会にて、利用可能な活動の  

場に関するアンケートを実施。  

④サービス実施情報の周知  

フェイスブックを活用し、活動写真添付・活動紹介を行った。福  

島区コミュティサロンカレンダーを２ヶ月毎に作成し、福島区コ

ミュニティサロン連絡会、区役所での掲示、区社協 HP等で周知を行

った。  

⑤その他  

生活支援体制事業について、地域に出向いてチラシを配付するな

どし、事業説明等を実施。また、各サロンの活性化や活動者のネット

ワーク強化、新規サロンの立ち上げを目的に、コミュニティサロン

連絡会を２ヶ月に１回開催。  

 

（１４）地域の福祉活動サポート事業及びふくしま暮らし支え合いシス  

テム事業  

①地域の福祉活動サポート事業                    

平成２８年度より、各地域のコミュニティセンターや福祉センター

に相談窓口「みんなの相談室」を設け、地域事情に詳しい人材を「地



域福祉コーディネーター」として配置。相談や情報提供、地域におけ

る要援護者の見守りネットワーク強化事業の推進等に取り組んだ。  

また、毎月１回事務連絡会を定例開催し、情報交換の他に研修を

実施し、資質向上を図った。  

ア  相談・安否確認・見守り把握・開室日数など  

ａ相談ならびに安否確認を含む件数…１１，５３５件  

訪問：２，４３０件  来館：８，５２７件  電話：５７８件  

ｂ見守り・状況把握  

延べ人数２３，３７２人  

ｃ開室日数（延べ日数）…１，８９７日  

（平日１，８４２日・休日５５日）  

イ  地域福祉コーディネーター事務連絡会  実施内容  

 開催日  主な内容  

１  ４月５日  ○前年度の振り返りと、今年度の活動について  

２  ５月１０日  ○高齢者を支えるサービスの全体を知ろう  

３  ６月７日  
○高齢者を支えるサービスの全体を知ろう  

認知症の方への支援  

４  ７月５日  ○緊急時の安否確認について  

５  ８月２日  
○６月研修の振り返り  

 認知症の方を理解する思考整理シートのご提案  

６  ９月６日  

○令和元年度「区民まつり」について  

 ・「物販」変更と再企画  

 ・午前 9:00～ 12： 30（準備を含む）  

 ・午後 12:30～ 16:00（片づけを含む）  

７  １０月４日  ○令和元年度「区民まつり」について（最終打合せ）  

８  １１月１日  ○「区民まつり」の報告と振り返り  

９  １２月６日  ○介護保険について  

１０  １月１０日  

【研修】障がい者福祉の制度・サービスに関するこ

と、接し方や関わり方についてわからないことを聞

いてみよう  



助言者：福島区障がい者基幹相談支援センター  

相談支援専門員  石井一枝  氏  

１１  ２月７日  ○今年度の振り返り  

１２  ３月６日  新型コロナウイルス感染拡大予防のため、中止  

 

ウ  地域福祉コーディネーター研修会運営協力・受講一覧  

１  １１月６日  ひきこもりと８０５０問題を考える  

２  １月２８日  

福島区コミュニティサロンフォーラム  

「子どもたちの居場所についてみんなで考えてみま

せんか」  

 

エ  周知、広報  

ａあいあいだよりに掲載  

ｂ区民まつり、あいあいまつりでチラシ配布  

②ふくしま暮らし支え合いシステム事業                 

公的サービスの対象とならない軽微なニーズに対して、地域住民

の中から、有償ボランティア（サポーター）を募り援助する本事業に

ついて、平成２８年度より福島区社会福祉協議会が受託し運営を行

った。  

ア  利用者・サポーター登録数  

利用登録者数  サポーター登録者数  

男性  女性  計  男性  女性  計  

１０１人  ３２８人  ４２９人  ２４人  ５５人  ７９人  

   ※平成３１年３月末現在と比較して  

・利用登録者数は、計４１人増（男性９人・女性３２人）  

・サポーター登録者数は、前年度と同じ（男性１人・女性－１人）  

 

イ  マッチング数  

合計７４５件（男性依頼者１３３件、女性依頼者６１２件）  

 

 



   ウ  サポーター研修・交流会  実施内容  

 開催日  主な内容  

１  ７月２７日  
「特殊詐欺に騙されないように」  

講師：福島警察署員        

２  ９月４日  
「コグニサイズ」    

講師：福島区社協職員  

３  １１月６日  

「ひきこもりと８０５０問題を考える」  

講師： NPO法人 KHJ全国ひきこもり家族連合会  

 理事  池上  正樹氏  

４  １月２８日  

福島区コミュニティサロンフォーラム  

～子どもたちの居場所について考えてみませんか～  

Ⅰ部  基調講演  

 「子どもの居場所づくりの必要性について」  

講師： NPOこどもソーシャルワークセンター  

理事長  幸重  忠孝氏  

Ⅱ部  事例紹介  

Ⅲ部  パネルディスカッショ  

５  ２月２７日  
「コグニサイズⅡ」  

＊新型コロナウイルス拡大防止のため中止する  

６  ３月１４日  
見学会   「大阪市阿倍野防災センター」  

＊新型コロナウイルス拡大防止のため中止する  

 

（１５）その他                             

①安全衛生委員会の開催  

労働安全衛生法に基づき、職員の危険及び健康障害の防止を防ぐ

ための基本的な対策について、産業医や衛生管理者等による調査審

議を行った。  

開催日：９月１７日 (火 )、１０月７日 (月 )、１１月２１日 (木 )、  

１２月１１日 (水）、１月９日 (木 )、２月２５日 (火 )、  

３月４日（火）  

 



②ストレスチェックの実施  

労働安全衛生法に基づき、ストレスに関する質問票に職員が記   

入し、職員自身のストレスがどのような状態にあるのか調べる検査

を実施。区社協採用職員２９人が受検した。  

③日赤会費（社資）事務への協力  

④大阪府共同募金会事務への協力                  

実施期間：令和元年１０月１日～令和２年３月３１日  

内容：街頭募金活動への協力、助成金配分申請・内容の周知  

⑤大阪府生活福祉資金（申込窓口）への協力  

ア  緊急小口資金  

電話対応１１７件   面談回数２８回  

申込み１件（うち、受理１件）  

イ  福祉費  

電話対応１６４件   面談回数３３回  

申込み２件（うち、受理１件、不受理１件）  

ウ  総合支援資金  

電話対応７２件   面談回数１０回   

申込み０件  

エ  教育支援資金  

電話対応７４件   面談回数１０回  

申込み３件（うち、受理３件）  

オ  臨時特例つなぎ資金  

電話対応０件   面談回数０回  

申込み０件  

カ  不動産担保型生活資金  

電話対応７件   面談回数２回     

申込み０件  

 



キ  新型コロナウィルス感染症特例  

緊急小口資金申込み８件  

⑥その他                                        

ア  大阪市社会福祉大会への参加  

開催日：令和元年１０月３０日（水）  

イ  福島区民まつりへの参加   

開催日：令和元年１０月１９日（土）  

内容：区社協広報活動、手づくりおもちゃ広場、岡山県物  

産販売、バルーンアート  

 

３．公益事業・介護保険事業・指定管理運営事業  

（ 1）地域包括支援センター運営事業                                 

高齢者が住み慣れた地域で、尊厳あるその人らしい生活を継続す   

ることができるよう、介護予防対策や状態に応じた介護・医療のサ

ービスが切れ目なく提供できることを目指し、地域高齢者の心身の

健康維持・生活安定のために必要な援助や支援を包括的に提供する。

また高齢者虐待の防止および対応や権利擁護に基づき個人の権利を

主体的に行使できるように支援を行う。  

①総合相談支援  

様々な相談に的確に対応できるよう、福祉・保健・医療等関係機関

と連携し、本人・家族・近隣住民・地域等からの相談に対応。また、

下福島・野田在宅サービスステーションに総合相談窓口（ブランチ）

を委託し、各地域の相談に対応。  

②権利擁護・高齢者虐待防止への取り組み  

ア  総合相談で、権利擁護の支援が必要な高齢者に対して、保健福

祉センターや関係機関と連携をとりながら、成年後見制度等の活

用支援を行った。  

相  談  機  関  延べ相談件数  

地域包括支援センター  
５，９６４件  

（前年度５，７２２件）  

総合相談窓口  

（下福島・野田ブランチ）  

２，０３４件  

（前年度２，２３６件）  



ａ成年後見制度に関する相談  延べ１４０件  

イ  虐待の疑いのある高齢者に対し関係機関と協力し対応を行った。 

ａ高齢者虐待に関する相談  延べ２２２件  

ウ  虐待の緊急性・虐待の有無、状況確認、対応計画の策定、終結等  

の判断を行う「サービス利用調整会議」の開催  延べ５７回  

③予防給付に関するマネジメント  

要支援１・２の要支援認定者や家族の希望、生活機能等の把握、課

題の分析を行い、介護予防サービス計画を作成し地域での生活を支

援。  

介護度  
要支援    

１  

要支援

２  

要介護  

１  

要介護

２  

要介護

３  

要介護

４  

要介護

５  

認 定 者 数

(人 ) 
７４４  ５５０  ４６０  ５１６  ３７０  ４１１  ２３６  

備  考  
認定総数  ３，２８７人  

うち  要支援１・２ケアプラン作成  月平均７９２件  

※平成３１年４月１日時点における介護保険システムからの抽出情報  

④包括的・継続的ケアマネジメント支援  

ア  地域ケア会議（自立支援型検討会議含む）  

医療、介護等の多職種が協働して高齢者の個別課題の解決を

図るとともに、介護支援専門員の自立支援に資するケアマネジ

メントの実践力を高める地域ケア会議を開催した。１２月より

「要支援者等の生活行為の課題の解決、状態の改善に導き、自立

を促す。ＱＯＬ（クオリティ・オブ・ライフ：生活の質）の向上」

を目指して、「自立支援型ケアマネジメント検討会議」を開催し

た。（２３回開催）  

イ  総合相談窓口連絡会議  

地域の相談窓口（ブランチ）である阪神長楽苑（下福島地域）、  

福島ともしび苑（野田地域）と定期的に連絡会を開催し、地域の

相談状況や介護予防啓発等の情報交換を実施。（１１回開催）  

ウ  地域における居宅介護支援事業所の後方支援  

ａ福島区内で業務を行う、ケアマネジャーの支援のため、相互の   

情報交換、研修会等を開催（１１回開催）  



ｂ日常的に処遇困難な事例に関するケアマネジャーへの個別支援  

    延べ７３０件  

⑤関係機関のネットワークの形成  

ア  区内、近隣区の事業所の相互の情報交換・資質の向上と、住民  

にとってよりよいサービスをめざし、各種連絡会を開催。  

ａ福島区ホームヘルパー連絡会  （４回開催）  

ｂ通所事業者連絡会  （４回開催）  

ｃ医療機関相談員等連絡会（４回開催）  

ｄ訪問看護事業所連絡会（２回開催）  

ｅ介護ホーム連絡会（４回開催）  

イ  医師会・歯科医師会・薬剤師会、介護事業者等と連携し「福島   

区在宅医療を考える会」を開催。  

ａ在宅医療を考える会  世話人会（５回開催）  

   ウ  在宅医療を考える会、福島区介護保険事業者連絡会合同研修会  

開催日  内     容  参加  

人数  

７月１８日  

スキルアップ研修会  

「入退院支援について」  

講師：大阪府訪問看護ステーション協会  

  理事  錦織  法子氏  

１０３  

人  

９月１９日  

講演「脳卒中の包括的治療（救急から在宅まで） 

   ～とくに急性期治療について～  」  

講師：関西電力病院   

脳神経外科主任部長  中島  英樹氏  

７０人  

１０月１５日  

講義「大規模災害における福祉サービス事業所の

事業継続計画」・グループワーク  

講師：認定 NPO法人ゆめ風基金  

 事務局長  八幡  隆司  

５３人  

１１月１１日  

ワールドカフェ「認知症、看取りの際の意思決定  

～もしもあなたが、そしてあなたなら～」  ７２人  



エ  健康展の開催  

ａ健康展実行委員会（４回）  

ｂ福島区健康展～今日から始める健康への第一歩～  

令和元年１０月２６日（土）福島区民センター  ５６５人参加  

⑥包括支援センター・介護・保健福祉サービスの周知広報  

地域包括支援センター、介護事業所、医療機関をわかりやすくま

とめた情報誌「かいご・福祉情報ガイド第 7号」を３，０００部発行。

今回より、介護保険情報に加え、百歳体操やつどいの場等のインフ

ォーマルな社会資源を掲載し、高齢者の誰もが役立つ情報誌づくり

に努め、相談窓口の周知広報を行った。その他、福島区民まつり、健

康展、あいあいまつりで周知チラシを配布。  

⑦出張相談会・イベント等の実施  

ア  介護保険やその他の相談に関して、各地域コミュニティセンタ  

ーや集会所などに出向き相談を受け付けた。（全地域月１～２  

回訪問）  

イ  複合した相談等にも対応できるよう、地域自立支援協議会等と

連携し、区役所１階にて出張相談会を開催。（毎月第４金曜日、

年１２回実施）  

ウ  大阪福島郵便局ＡＴＭ前にて、ブランチと連携し、介護なんで

も相談会を開催。（偶数月の１５日※１５日が土日の場合、直前

の金曜日５回実施）  

エ  新橋筋商店街「百縁笑店街」に出店。認知症チェック・アンケ  

ートを実施。（４月・２月の２回実施）  

オ  大開老人クラブ会員対象に認知症・介護予防講座開催。（全３  

回実施）  

カ  集合住宅での出張相談会・イベントの実施。（２か所５回実施）  

⑧認知症強化型地域包括支援センターの運営  

認知症初期集中支援チームを置く認知症強化型地域包括支援セ  

ンターとして、認知症高齢者を支援する区内ネットワークの充実を

図り、大阪市が取り組む認知症にかかる地域包括ケアシステムの構

築を推進し認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けることが



できることをめざした。  

ア  認知症初期集中支援チーム員会議への参画…１２回  

イ  実務者レベルの会議開催…４回  

ウ  代表者級会議の開催…２回（うち、１回は書面による報告）   

  

（２ )家族介護支援事業  家族介護者のつどい（かいご泣き笑い会）  

日常介護している家族が、勉強会や施設見学・交流会を行うことに

より、介護について一人で悩まないことを目的とした事業を実施。  

開催日  内   容  参加人数  

５月１６日  身分保証と後見人制度の違いについて  １４  

７月１８日  大人用オムツについて～オムツ選び、使い方～  １４  

９月１９日  アロマセラピー  スプレー作り  ２１  

１１月２１日  最新介護用品の出張展示会  １６  

１月１６日  シルバー世代の美容講座  ２０  

３月１９日  中止   

 

（３）認知症初期集中支援事業                      

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地

域で、その人らしい生活を継続することができるよう、医師と、医療・

介護福祉の専門職で構成する認知症初期集中支援チームを地域包括支

援センターに設置、早期診断・早期対応に向けた支援体制を構築する。  

①チーム員の活動  

適切な医療や介護サービス等に結びついていない、認知症または

認知症の疑いのある方及びその家族を訪問し、アセスメントや受診

勧奨、家族支援等の初期支援を包括的集中的に行い、自立生活のサ

ポートを行う。  

②地域支援推進員の活動  

認知症の方を支援するネットワークの構築・推進のため、認知   

症カフェの運営推進、認知症サポーター養成講座への協力など、認



知症になっても暮らしやすい町づくりのための活動を、様々な機関

や団体と連携しながら行う。  

【具体的な活動内容】  

ア  医師・包括相談員・チーム員で、支援ケースの方向性を検討す  

るため、認知症初期集中支援チーム員会議開催…１２回  

イ  認知症初期集中支援チーム対応ケース（若年性認知症の相談含  

む）…５５件  

ウ  ネットワーク構築・推進にかかる会議等への参画…３１回  

エ  事業の推進・広報啓発活動実績（案内チラシの配布等）  

…１１９か所  

オ  関係者会議への参加…４回  

カ  代表者級会議への参加…１回（２回目は会議開催中止）  

キ  認知症カフェへの側面的支援…４６回  

ク  認知症の人が従事するカフェ「ゆっくりカフェ in英國屋」への  

参加  

開催日：９月６日（金）  

開催場所：大阪市役所地下２階  英國屋  

参加人数：１５３人（福島区より従事者として、当事者２人・ 

施設スタッフ２人・オレンジサポーター１人参加） 

 

（４）認知症サポーター地域活動促進事業（モデル事業）  

福島区を含め３区がモデル事業として、平成３０年４月より実施。

認知症高齢者等が住み慣れた地域で安心して暮らしつづけられるよ

う、認知症高齢者を見守り、支援する体制の構築を目指すとともに、

地域において認知症高齢者の支援や認知症に関する市民の正しい理

解の促進を図った。令和２年３月末を持って２年間のモデル事業が

終了した。  

 



①オレンジサポーターと活動場所の登録  

ア  オレンジサポーター登録者数…２１人  

イ  活動場所の登録…２か所  

②オレンジパートナー企業・団体の拡大  

ア  福島区キャラバン・メイト連絡会の開催…９回  

イ  福島区の認知症サポーター養成計画の作成  

ａ認知症サポーター養成講座開催数…２３回  

ｂ認知症サポーター養成講座受講者数…２６６人  

ウ  企業・団体への講座の受講推奨   

エ  オレンジパートナー企業・団体の登録…１５件  

オ  オレンジパートナー社会貢献活動の周知  大阪市ホームペー  

ジに掲載  

③その他  

ア  認知症の人が従事するカフェ「ゆっくりカフェ in英國屋」への  

参加  

開催日：９月６日（金）  

開催場所：大阪市役所地下 2階  英國屋  

参加人数：１５３人（福島区より従事者として、当事者２人・  

施設スタッフ２人・オレンジサポーター１人参加）  

 

（５）居宅介護支援事業                            

介護保険による要介護・要支援認定者の申請代行、契約に基づい

てケアプランを作成し、サービス事業者との調整を図りながら支援

を行なった。  

平成３１年度  居宅介護ケアプラン作成件数（介護予防プラン含む） 

月  別  作成件数（件）  

 ４月  ６１  

 ５月  ５６  

 ６月  ５６  

 ７月  ５１  

 ８月  ４９  



 ９月  ４６  

１０月  ２９  

１１月  ２７  

１２月  ２５  

 １月  ２５  

 ２月  ０  

 ３月  ０  

合  計  ４２５件  

（前年度９３７件）  

  

（６）あんしんさぽーと事業（日常生活自立支援事業）            

認知症や知的障がい、精神障がい等により判断能力が不十分な方

への日常生活自立支援事業について、地域での利用待機の解消およ

び今後の利用希望追加のニーズにこたえるため、区社協において相

談から契約、福祉サービス等利用援助および日常金銭管理・書類等

預かりサービスの提供を行なった。なお、福祉サービス等利用援助、

日常金銭管理サービス等の提供にあたっては、一体的に実施した。  

 

①相談及び対応件数   ３，７３１件（前年度３，５７１件）                    

認知症高齢者  知的障がい者  精神障がい者  そ   の   他  

１，５５１件  １，０１１件  ８３２件  ３３７件  

②サービス利用者数（令和２年３月末現在） ３４人（前年度４１人）   

③委任契約締結件数  ２件（前年度４件）  

④委任契約終了件数  ９件 (前年度７件 ) 

 

（７）介護予防事業                                                                                                                                                                                                                                    

①介護予防教室事業（あいあい教室）  

月１回、コミュニティセンター・福祉センターで要支援・要介護状

態をできる限り予防し自立した生活が送れるよう講座を開催。  

 

 



実 施 地 域 
延べ参加人数 

４～９月 １０～３月 

上福島       地域 ４１人 ２８人 

福  島         地域 ６０人 ４２人 

玉  川       地域 ８８人 ５３人 

野  田       地域 １４４人 ８１人 

吉  野       地域 ７５人 ７２人 

新  家       地域 ８５人 ６３人 

大  開       地域 ５４人 ２３人 

鷺  洲         地域 ６６人 ６０人 

 海老江東    地域 ６８人 ５４人 

海老江西    地域 １１４人 ８５人 

合    計 
７９５人 

（前年度 827人） 

５６１人 

（前年度829人） 

（令和２年２月２１日～３月３１日まで中止）  

 

②介護予防運動クラブ（区社協独自事業）  

ア  介護予防運動クラブ「ベーシック」「スタンダード」  

複合型介護予防教室事業の設備や講師のノウハウを活用し、  

     区社協独自の介護予防運動事業を実施した。   

実施期間：令和元年５月～令和２年３月の月・水・金曜日  

対象者：区内在住の概ね６０歳以上の方  

定員：８人（先着順）  

参加費：３，０００円（全１０回分）  

【参加人数一覧（延べ人数）】  

 
月曜  

コース  

水曜  

コース  

金曜  

コース  
計  

ベーシックコース  １８６人  １７０人  １８５人  ５４１人  

スタンダードコース  １２１人  １０８人  ２０３人  ４３２人  

計  ３０７人  ２７８人  ３８８人  ９７３人  

（令和２年２月２１日～３月３１日まで中止）  

  



イ  介護予防運動クラブ「フリー」  

介護予防運動の継続的な取り組みの重要性と参加者の継続実  

施の要望から、フリー教室 (全５回 )を実施した。  

実施期間：令和元年４月～令和２年３月の火・木曜日  

対象者：区内在住の概ね６０歳以上の方（定員６人（先着順））  

参加費：６，０００円（全２０回分）  

【参加人数一覧（延べ人数）】  

 火曜コース  木曜コース  計  

フリー教室①  １４０人  ７５人  ２１５人  

フリー教室②  １７０人  １１３人  ２８３人  

   計  ３１０人  １８８人  ４９８人  

（令和２年２月２１日～３月３１日まで中止）  

 

③あいあい健康体操教室（区社協独自事業）  

健康運動指導士による、椅子に座って行う簡単なストレッチ体操

やトレーニングを通して、筋力の維持・向上を図る健康体操教室を

実施した。  

実施日時：金曜日（第一部１３：３０－  第二部１４：４５－） 

実施回数：４０回  

参加人数：延べ４９３人  

参加費：２，５００円（５回分）  

 

（８）地域密着型通所介護事業（デイサービスセンター）          

①月別利用者数  

    月末契約人員(人) 利用人員(人) 

H３１年 

Ｒ元年  

  

  

  

  

  

  

４月 ４２ ２６８ 

５月 ４０ ２５６ 

６月 ４３ ２４３ 

７月 ３９ ２８５ 

８月 ３９ ２９０ 

９月 ３９ ２２４ 

１０月 ４０ ２２９ 

１１月 ３７ ２１６ 



  １２月 ３７ ２１９ 

Ｒ２年 

  

  

１月 ３７ １９０ 

２月 ３８ １６６ 

３月 ３６ ２０１ 

合  計 
４６７人 

（前年度４９７人） 

２，７８７人 

（前年度３，２９０人） 

②年間利用者数 

      

 

 

 

③デイサービスセンター運営推進会議の開催 

第１回：令和元年９月（書面による活動状況等の報告、評価等） 

第２回：令和年３月（新型コロナウィルス感染症拡大防止のため書面開催） 

 

（９）介護保険要介護認定・障がい程度区分認定調査事業（受託外関連事業） 

介護保険制度にかかる要介護認定調査、自立支援法に基づき程度区

分認定調査において介護保険サービスに円滑に繋がるように調査業務  

をおこない、大阪市社会福祉協議会との連絡調整を行なった。  

 

（１０）子ども・子育てプラザ事業                 

①子育て活動支援事業  

ア  子育て情報の収集・管理・提供  

ａ講座等の情報を広報紙とホームページにより広く提供  

・プラザだよりの発行・・・・・・・・・・・・１２回  

・ホームページの情報更新・・・・・・・・・・随時  

ｂ区保健福祉センターで実施される赤ちゃん広場等に出向き、  

情報提供  

イ  地域の自主的な子育て活動への支援  

ａ地域の子育てサークルへの活動場所の提供、遊具等の貸し出し  

契約実人員 ６人 

実施日数 ２３９日／年間 

平均利用者数 １１．６人／日 



を実施  

・おもちゃ病院への活動場所提供・・・・・・・１１回  

・遊具の貸し出し・・・・・・・・・・・・・・２４回  

ｂ子育て支援ボランティア養成講座・ステップアップ講座の実施  

内   容  開催回数 参加人数 

子育て支援ボランティア養成講座  ６回  ２７人  

地域子育て支援活動者研修  中止  ―  

ｃ地域子育てサロンへの出前講座の開催  

・出前講座の実施・・・・・・・・・・・・・・２１回  

ウ子育て中の親子の支援  

ａ子育て中の親子が参加しやすいよう、様々な子育て支援講座を  

実施。  

今年度より、３回連続講座『２歳児の広場』を開催。  

内   容  開催回数 参加人数 内こども(人) 

ベビーマッサージ  １１回   ２７５人  １４０人  

ウキウキ身体測定  １１回   ９２４人   ４８１人  

英語を楽しもう  １１回   ８３１人   ４４６人  

親子ビクス  ６回   ３７１人   ２００人  

似顔絵を描いてもらおう  ５回    ７３人    ３６人  

こいのぼりをつくろう  １回    ７９人    ４３人  

七夕かざりをつくろう  １回    ８０人    ４４人  

金魚・スーパーボール遊び  １回   １０４人    ５６人  

おひなさまをつくろう  １回    ６５人    ３７人  

歯のおはなし  １回  ４５人    ２６人  

パパのための読み聞かせ講座  １回  ２６人  １１人  

防犯教室  １回  ５４人  ２９人  

食中毒予防のおはなし  １回  ７１人  ３７人  

食育講座  １回  ５９人  ３０人  



冬の過ごし方  １回   １２１人  ６２人  

すくすく離乳食作り  ２回    １６人  (一時保育１５) 

親子クッキング  １回  １６人  
   ８人  

(一時保育4) 

マタニティヨガ  ２回  １０人  ０人  

プレママ・プレパパ講座  ２回    １０人     ０人  

音楽コンサート  １回    ７７人  ３９人  

いっしょにあそぼう (こどもの日 ) １回   ４２人  ２６人  

クリスマス会  １回   ２０５人  １１０人  

プラザまつり  １回   ２０６人   １０４人  

ママのメンタルヘルス  １回    ６人  (一時保育5) 

２歳児の広場  

(3回連続講座 3クール：最終回中止 ) 
８回  １６３人  

   ５５人

(一時保育３９) 

 

エ  児童の健全育成  

児童が楽しく参加できるよう、様々な行事を実施。また、つ  

どいの広場の乳幼児に絵本の読み聞かせを行うなどの『こども

ボランティア活動』も行った。平成２９年度より、７月２１日か

ら８月３１日の夏休み期間中は月曜日と祝日も開設。プラザか

ら遠い地域の児童対象の講座を区民センターにて実施した。  

開設日：火曜～日曜（祝日・年末年始等を除く）  

７月２１日から８月３１日の間の月曜・祝日  

開設時間：火曜～金曜  …放課後～午後５時  

土･日曜、春・夏・冬休み  

…午前９時３０分～１２時、午後１時～午後５時  

開設日数：２７５日／年間  

利用人数：３，７７１人／年間  （前年度５，２８５人／年間）  

 

 



内    容  開催回数 参加人数 

卓球の日  ３２回  １７６人  

あつまってあそぼう  ３回   １６人  

ドッジボール大会  １回   ２０人  

卓球大会  １回   ６人  

デザートづくり  １回  １７人  

プラバンでキーホルダー作り  １回  ２２人  

アクアビーズ  １回  １０人  

けん玉教室  ３回  ２９人  

スーパーボールすくい  １回  １８人  

クリスマス会  １回  １２人  

新春お楽しみ会＆けん玉教室  １回  １１人  

進級お楽しみ会  中止  ―  

《こどもボランティア活動》  

おはなしの時間  ２１回  ４７１人  

みんなでつくろう  ４回  ２５人  

《アウトリーチ》    

自由研究のネタをさがそう  １回  １１人  

思い出をかざろう  中止  ―  

オ  地域関連事業  

併設の老人福祉センターと共催で節分工作を実施。今年度は、老

人福祉センターで開催する盆踊りに乳幼児の親子が参加し、交流

した。また、囲碁将棋教室と共催で将棋大会と囲碁大会を開催。  

内   容  参加人数  

将棋大会  １８人  

囲碁大会  １３人  

きらめきセンターの盆踊りに参加しよう  ２４人  

節分工作と豆まき  １３６人  



②ファミリー・サポート・センター事業  

大阪市ファミリー・サポート・センター事業の支部業務を実施  

活動件数：７９５件（前年度８２７件）  

令和２年３月３１日現在の会員数  

依頼会員  提供会員  両方会員  

１３６人  ５２人  ６人  

③地域子育て支援拠点事業（つどい広場事業）  

ア  子育て親子の交流の場の提供と交流の促進  

０歳～就学前の乳幼児とその保護者が、自由に交流できる場所  

を提供  

開設日：火曜～土曜（祝日・年末年始等を除く）  

開設時間：午前９時３０分～午後２時   

開設日数：２２２日／年間  

利用人数：１５，１６１人（うち乳幼児８，２７９人）／年間  

（前年度１６，３７６人（うち乳幼児８，６５８人）／年間）  

内   容  開催回数  参加人数  内乳幼児  

手形のお誕生日カード  １１回  ２２１人  １１２人  

お誕生日会  １１回  ３５４人  １９５人  

ちっち☆ひまわり  ２回  ９２人   ４９人  

ブックスタート  １１回  １７７人   ８０人  

イ  子育て等に関する相談、援助の実施  

利用者が相談しやすい関係作りに努め、内容に応じて情報を

提供し、関係機関との連携により利用者の不安が軽減するよう

援助。  

ウ  地域の子育て支援関係機関・グループとの連携  

地域での子育て支援を実施するため、関係機関・グループと  

連携し、公共機関等に出向いて、親子交流や地域支援活動等を実

施する。  



内   容  開催場所  開催回数  参加人数  

しゃぼん玉  福島公園  １回  １３４人  

出張ひろば  ウイステ  ２回  １７８人  

出張ひろば  セブンイレブン  ４回  ６０人  

エ  ブックスタートの実施  

福島図書館とボランティアによるブックスタート事業を  

実施。  

④福島区において実施する独自事業  

ア  子育て情報誌の編集委員会の開催。  

ａ子育て情報誌「フッピィキッズ」の編集委員会の開催（３回  

発行）。  

ｂ子育てに関する情報提供、「おでかけカレンダー」の発行  

(年１２回 )。  

イ  子育て支援連絡会における事務局  

事務局として子育て支援連絡会を運営し開催（２回）。  

子育て支援関係機関の情報交換等。  

⑤新型コロナウイルス感染症の拡大防止に伴う事業中止  

２月２９日～３月３１日の間、子育て相談とファミリー・サポー  

ト・センター事業を除くプラザ事業を中止した。  

 

（１１）老人福祉センター事業             

指定管理の初年度として、令和元年度も引き続き高齢者一人ひと

りが抱える課題や悩みの相談窓口として、あいあいセンターとの連

携をはじめ、適切な相談機関につなげることを意識して、諸事業に

取り組んだ。また、「福島区高齢者の生きがいと健康づくり推進事

業」を実施し、一般介護予防を目的とした百歳体操をはじめとする

健康づくり事業を年間通してつなぎ目なく開催した。  

 



①健康づくりと介護予防の促進事業  

一般介護予防を目的とする健康づくり事業として、健康づくり  

の３講座を年間３０回実施するとともに、講話に体操を交えた健康

いきいき教室を年間１０回開催した。  

また、気軽に参加できる健康づくりとして、百歳体操を毎週２回、

年間８２回実施し２，４３１人が参加するなど、年々高まる高齢者

の健康づくりに対する要望につなぎ目なく応えた。他に、大阪市保

健所による結核検診を踏まえた健康教育や、企業とタイアップして

健康チェックを兼ねた講座を実施した。  

ア  健康づくり講座  

 事   業   名  開催回数  参加人数  備   考  

健康体操  １０回  ２６５人  ５～１１月（計１０回） 

座ってビクス  １０回  ２９９人  ５～１１月（計１０回） 

モビバン体操  １０回  ２７４人  ５～１１月（計１０回） 

合     計  ３０回  ８３８人   

 

イ 健康・体力づくり行事 

  事   業   名  開催回数  参加人数  備   考  

健康いきいき教室  １０回  ３２３人  
８月の夏季５回、  

２月の冬季５回  

卓球ひろば  ３１回  ５８９人  毎月曜  

ディスコンひろば  ２９回  ４５６人  毎月曜  

百歳体操  ８２回  ２，４３１人  毎週火曜、木曜  

気軽に健康チェック  ２回    ６０人  
6/5、 2/21 

福島薬局、阪神薬局  

結核検診と健康教育  １回     ９人  7/10大阪市保健所  

合     計  １５５回  ３，８６８人   



 

②生きがいづくり事業  

高齢者のいきがいづくり、健康づくり、社会参加などを支援する

ために各種講座やイベントを開催するとともに、同好会活動の立ち

上げ・日程調整・広報等を支援した。  

ア  生きがい探究の機会の提供  

「七夕まつり」、「風鈴まつり」の季節行事、「食事・栄養」

や「相続」について企業、金融機関とタイアップした講座・教

室を開催。また、「施設見学・体験」、「地元中央卸売市場の

買物・見学」、「手作り工作」、「英会話」、「フォークダン

ス」、一人で楽しめる「数独」と幅広く開催、実施した。  

 

事   業   名  
開催  

回数  
参加人数  備   考  

相続と相続税  １回  ３６人  
４ /１７大阪府

金融広報委員会  

チーズを美味しく楽しむ会  ２回  ４８人  
５ /３１、６ /５  

雪印メグミルク  

きらめき七夕まつり  １回  １６２人  ７ /１～７ /６  

風鈴まつり  １回  ２０人  ７ /２～９ /２７  

「飾り結び」体験教室  ２回  ３９人  ８ /３０，１２ /４  

阿倍野防災センター  

見学・体験  
１回  １１人  ９ /５  

きらめき探索探検  

舞鶴バスツアー  
１回  ４５人  

１１／１舞鶴港

めぐり、赤レン

ガ博物館  



楽しいフォークダンス  ２回  ２６人  
１１ /２９、  

１２ /１３  

中央卸売市場見学  １回  ２８人  １２ /５  

ECCおとなの英会話ｻﾛﾝ １回  ２６人  １ /２２  

手作り立体カード  １回  １０人  １ /３０  

音楽鑑賞会  

「きらめきコンサート」  
中止  ０人  

２ /２８  

関西大学応援団  

吹奏楽部  

シニア向けスマホ体験講座  中止  ０人  ３ /１６  

パナソニックミュージアム

見学  
中止  ０人  ３ /２７  

チャレンジ数独  常時  ６，７９３人  
１日平均  

２５．７人  

図書館本貸出  常時     ４２人  福島図書館  

ダイヤモンドエイジ写真展  常設     ５４人  常設展示  

     合   計  １２回  ７，３４０人   

 

イ  サークル活動支援  

事   業   名  
開催  

回数  
参加人数  備   考  

俳句同好会  ９回  ７１人  第２土曜  

リズムセラピー  １９回  １，２９０人  第２・４木曜  

民謡同好会  ２７回   ２２８人  第１・３月曜、  

第２・４木曜  

民踊同好会  ５３回   ４４６人  第１～４月曜、  

第１・３木曜  



カラオケ同好会  

（ 1部・ 2部）  
６２回   ７３７人  

第１～４水曜、  

第４月曜、火曜  

卓球同好会  

（１部・２部）  
９２回  １，０００人  

第１～４月・  

火曜・金曜、  

第１土曜  

映画同好会  １９回    １１３人  第１・３金曜  

銭太鼓同好会  ２２回    ２２１人  第１・４土曜  

フラダンス同好会  ４１回    ２００人  第１・３木曜  

絵画同好会  ２２回    ２４６人  第２・４木曜  

詩吟同好会  ２２回    ２６３人  第２・３土曜  

区老連コーラス同好会  
２４回    ７７６人  

火曜  

（月２ ,３回）  

書道同好会  １１回    １６７人  第２月曜  

生花同好会   ９回     ９２人  第４水曜  

(８月休み ) 

ダーツ同好会  ４１回    ５００人  毎水曜  

シニア元気クラブ  

（健康体操同好会）  
２７回    ７１６人  

第１・３金曜  

(月２回以上有 ) 

折り紙同好会  ２３回    ３８０人  第２水曜、  

第３土曜  

書道細字同好会  １０回    １９１人  第４月曜  

大正琴同好会  ２０回    １７６人  第１・３月曜  

ティーセレモニー  １０回     ３８人  第３木曜  

初級囲碁教室  ３６回    ２７４人  毎月曜  

ゲーム 1・ 2同好会  ７３回    ９４３人  第１～４木曜、  

第２・４金曜  



ネット囲碁同好会  ６６回    ４８４人  毎週水・土曜  

笑いヨガ同好会  １４回    ２３３人  第２･４木曜 (８・

１２月休み ) 

新舞踊同好会  ３２回    ２０８人  第１・２・４火曜  

シニアフィットネス  

（ い き い き 体 操 同 好

会）  

２１回    ４４７人  水曜 (月１，２回 ) 

合      計  ７８３回  １０，４４０人   

③相談・情報機能の充実  

ア  身近な相談体制づくり  

高齢者の身近な相談窓口として、「あいあいセンター」をは  

じめ、関係機関につなげる機能の充実に努めた。利用者との情報

交換のなかで、相談事項の拾い上げを行い、高齢者に係る問題を

テーマにした講座を開催した。  

イ  公的情報ならびに健康および生活関連の情報提供  

福島区役所、警察署、消防署の公的機関の情報を高齢者に適時、

適確に伝えることを目的に当該年度も引き続き、防犯・交通安全、

防災・防火等の啓発を図る情報提供を行った。 3/4開催の区長と

高齢者の対話集会「きらめきミーティング」は新型コロナウィル

ス感染予防の為、２ /２９から閉館、中止となる。  

④利用者の自律したセンター運営の推進  

同好会の代表者による「利用者代表者会」を設けて、利用者自らが

文化祭や七夕まつり等の行事に参画し、企画立案ならびに実行まで、

利用者が自律的にセンター運営に関われるように努めた。  

⑤老人クラブ活動の支援  

単位老人クラブの連合組織である区老人クラブ連合会の業務及  

び同会が実施する行事を支援した。令和元年度は定例の教養講座交



流発表会、カラオケ大会を支援した。  

⑥世代間交流事業  

区内の保育所・学校園の子どもと高齢者がふれあう行事、イベン

トを実施。  

  事   業   名  開催回数  参加人数  備   考  

お誕生日会  

（海老江保育所）  
３回  ２５３人  

６ /１９、９ /１

８１２ /１８、  

※３ /１８中止  

盆踊り大会（海老江保育所、

子ども・子育てプラザ）  

１回   ８１人  ８ /７  

きらめき文化祭  

（海老江保育所）  

１回  ５６５人  １１ /１１～１

１ /１４  

節分お面づくりと豆まき  

（子ども・子育てプラザ）  

１回  １３６人  １ /２４  

合      計  ６回  １，０３５人   

⑦合同事業  

  事   業   名  開催回数  参加人数  備   考  

福島区老連教養講座交流発表会  １回  約５００  

   人  

１ ０ /１ １ 老 人

クラブ  

「防犯教室」  １回  ５０人  １ ２ /１ ７ 福 島

警察署  

福島区老連カラオケ大会  １回  １９１人  １ /３１  

 老人クラブ  

第 8回きらめきミーティング  中止    ０人  ３ /４  

福島区役所  

    合     計  ３回  ７４１人   



⑧その他  

ア  囲碁将棋大会（同好会主催定例会）  

囲  碁 :１１回   計２３４人     

将  棋 :１１回   計２９２人  

イ  春・秋カラオケ発表会（カラオケ同好会主催）２回  計１４８人  

［実績報告］  

①サービス向上策  

施設運営委員会を通じて地域の意見・要望を広く求めるとともに、

同好会等の利用者代表者会議を適宜開催し、利用者の意見をセンタ

ー運営に反映させてサービス向上に努めた。  

②利用促進策  

センター行事等の情報を提供する「センターだより」の内容の充

実に努めたのをはじめ、市・区社協のホームページ及び区の「広報ふ

くしま」、区社協の「あいあいだより」を活用した広報活動の充実を

図った。また利用者個々のニーズ把握に努め、行事等の立案・運営に

反映する事により、利用率向上に努めた。  

③利用者の満足度の把握について  

代表者会議を通じて意見を直接収集するとともに、アンケートの

適宣実施によってニーズの把握に努めた。  

④平等利用の確保について   

「施設運営委員会」を開催し、意見・助言を聴取して平等・公正な運

営に努めた。  

⑤他施設との連携、地域との連携、市民・ＮＰＯとの協働等  

併設の海老江保育所、子ども・子育てプラザをはじめ、福島区食生

活改善推進員協議会、福島区健康推進協議会と連携したお誕生日会

を定期的に行なった。  



⑥建物の維持管理の取組みについて  

水漏れ原因の水道バルブ交換、給茶室床、流し台パイプ、トイレ壁

等、改修工事を行った。また日常の清掃時の点検を基本に定期的に

館内巡視を実施し、引き続き軽微なものについては職員が修繕を行

った。  

⑦危機管理について（事故防止等安全対策、火災時緊急時の対応）  

当センターは、区役所との協定によって災害時に福祉避難所とし

て供用するため、１２月１日にはあいあいセンターと連携して大規

模災害を想定した災害訓練に参加、福祉避難所開設の実地訓練を行

なった。  

⑧個人情報の保護・情報公開について  

    「大阪市個人情報保護条例」、「大阪市情報公開条例」をはじめ、

当協議会の「個人情報保護規定」により、情報の漏洩や利用証の管

理を的確に行い、引き続き個人の権利・利益の侵害防止に努めた。 

  ⑨過去４ヵ年度の利用者数の推移                （人）  

     平成  

２８年度  

平成  

２９年度  

平成  

３０年度  

令和  

元年度  

年間利用者  

（延べ人数 ) 
３１，３８２  ３１，３１１  ２９，８９５  

※①  

２７，８６６  

月平均  

(延べ人数 ) 
２，６１５６  ２，６０９   ２，４９１  

※②  

２，５３３  

一日平均  

(延べ人数 ) 
１０７．５  １０６．８  １０２．４  

※②  

１０５．５  

※①令和元年年度は新型コロナウィルス感染予防の為、２ /２９～３ /３１  

閉館となる。  

※②月平均は１１ヵ月、１日平均は閉館期間２６日を除いて算出。  


